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Ｃ
Ｐ
Ｒ
（
心
肺
蘇
生
）
研
修
会

　

６
月
７
日
、
保
険
医
協
会
会
議
室
で
、
Ｃ
Ｐ

Ｒ
（
心
肺
蘇
生
）
研
修
会
「
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
」
を
開
催
し
、
医
師
・
看
護
師
な
ど
17

人
が
参
加
し
た
。
村
上
博
先
生
（
西
宮
市
・
ユ

ニ
コ
の
森･

村
上
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
と
芦

田
乃
介
先
生
（
西
宮
市
・
あ
し
だ
こ
ど
も
診
療
所
）

が
講
師
を
務
め
、
日
本
Ｂ
Ｌ
Ｓ
協
会
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
、
ア
メ
リ
カ
心
臓
協
会
認
定
の
ヘ

ル
ス
ケ
ア
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
協
力
を
得
た
。
芦

田
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

最
近
、
全
国
各
地
で
心
肺
蘇
生
法
講
習
が
行

わ
れ
て
い
る
。
今
ま
で
消
防
署
が
中
心
に
な
っ

て
行
わ
れ
て
い
た
講
習
が
、
も
っ
と
身
近
な
も

の
に
な
っ
て
き
た
。

　

そ
の
流
れ
の
中
で
、
６
月
７
日
に
兵
庫
県
保

険
医
協
会
西
宮
・
芦
屋
支
部
主
催
で
Ｃ
Ｐ
Ｒ
講

習
が
開
催
さ
れ
た
。
受
講
者
は
全
部
で
17
名
、

中
に
１
名
小
学
生
も
含
ま
れ(

彼
は
こ
の
講
習

の
常
連
さ
ん)

幅
広
い
層
に
対
し
て
の
講
習
と

な
っ
た
。

　

こ
の
17
名
に
対
し
、
指
導
す
る
側
の
ス
タ
ッ

フ
は
日
本
Ｂ
Ｌ
Ｓ
協
会
所
属
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
４
名
、
ア
メ
リ
カ
心
臓
協
会
認
定
の
ヘ

ル
ス
ケ
ア
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が
４
名
、
計
８
名
と

豪
華
な
陣
容
で
の
講
習
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
講
習
の
特
徴
は
、
医
師
、
看
護
師
、

医
学
生
と
そ
れ
以
外
の
人
た
ち
（
薬
剤
師
、
歯

科
助
手
等
）
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
講

習
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
医
師
、
看
護
師
に

求
め
ら
れ
る
レ
ベ
ル
と
そ
れ
以
外
の
人
た
ち
に
求

め
ら
れ
る
レ
ベ
ル
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の

こ
と
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
即
し
た
講
習
を

行
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
チ
ー
ム
で
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
行

う
講
習
も
組
み
入
れ
て
み
た
こ
と
で
あ
る
。
一
般

的
に
消
防
署
で
行
う
講
習
は
あ
く
ま
で
個
人
を
対

象
と
し
、
自
分
一
人
だ
け
で
対
応
す
る
手
技
を
学

ぶ
こ
と
が
多
い
。
た
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
誰
か(

患

者
だ
け
で
な
く
そ
こ
の
先
生
や
ス
タ
ッ
フ)

が
倒

れ
た
場
合
、
一
人
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と
は
ま
ず

有
り
得
な
い
。
誰
か
が
救
急
車
を
呼
び
、
誰
か
が

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
取
り
に
行
き
、
そ
の
間
残
っ
た
人
間
が

Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
継
続
し
て
行
う
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
状
況
を
想
定
し
て
、
複
数
の
人
間
で
Ｃ
Ｐ
Ｒ

を
行
う
練
習
を
複
数
回
繰
り
返
し
て
み
た
。

　

実
際
の
現
場
を
頭
に
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
の
講

習
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
受
講
さ
れ
た
方
々
に

没
入
感
を
与
え
、
そ
の
こ
と
が
講
習
の
学
習
効
果

を
高
め
た
は
ず
で
あ
る
。
当
初
１
時
間
30
分
の
講

習
時
間
を
予
定
し
て
い
た
が
、
実
技
練
習
に
熱
中

し
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
質
問
が
飛
び
交
う
こ
と
で
、

予
定
よ
り
15
分
以
上
講
習
時
間
が
延
長
し
た
こ
と

が
今
後
の
課
題
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
講
習
を

終
え
て
会
場
を
出
て
行
か
れ
る
受
講
者
の
方
々
の

表
情
が
初
夏
の
夕
日
を
受
け
て
輝
い
て
い
た
よ
う

に
見
え
た
時
、
こ
の
講
習
の
意
義
を
あ
ら
た
め
て

感
じ
た
の
で
あ
っ
た
。　

　

【
西
宮
市
・ 

あ
し
だ
こ
ど
も
診
療
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

　

芦
田 

乃
介
】

村上先生の合図で懸命に心肺蘇生の練習を行う参加者

現
場
を
頭
に
思
い
浮
か
べ
た
実
践
的
研
修
を
実
施

さ
あ
、
胸
を
押
し
ま
し
ょ
う
！

世
話
人
会
だ
よ
り

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
６
月
27
日
に
西
宮
医

療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
６
人
が
参
加

し
た
。

【
報
告
】

①
Ｃ
Ｐ
Ｒ
講
習
会
（
６
・
７
）

②
第
13
回
胸
部
Ｘ
ー
Ｐ
読
影
会
（
６
・
19
）

③
浜
福
鶴
吟
醸
工
房
酒
蔵
見
学
会
（
６
・

21
）

【
予
定
・
企
画
】

①
第
31
回
漢
方
研
究
会
（
６
・
28
）

②
英
語
で
診
療　

M
e
d
i
c
a
l
 
E
n
g
l
i
s
h
 

＃
41

（
７
・
18
）

③
第
34
回
支
部
総
会
記
念
市
民
公
開
講
演
会

（
７
・
19
）

④
保
険
請
求
事
務
講
習
会
（
９
・
20
～
21
）

⑤
但
馬
支
部
と
の
交
流
企
画

⑥
阪
神
淡
路
大
震
災
20
年
の
集
い
（
１
・

17
）

⑦
第
25
回
日
常
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や

企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ＡＥＤの取り扱い方法について説明する芦田先生（中央）

 初心者のための 保険請求事務講習会
【日時】  9月20日 (土 )　14 時 30分～ 17時 30分

　　　　9月21日 (日 )　10 時～ 15時

【会場】  西宮市民会館 中会議室 401
 　　　  西宮市六湛寺町 10-11（阪神「西宮」駅より北へ徒歩２分）

【定員】  70 人（申込順 ※残席わずかです ）

【参加費】  8,000 円（資料代、2日目のお弁当代を含む）

　※２日間とも参加された方には「修了証」を発行いたします。

　※お申込みは協会事務局　山田・岡林・伊藤　TEL078-393-1803　まで



（２）２０１４年７月２５日（毎月３回５・１５・２５日発行）　　兵庫保険医新聞　　（昭和４３年６月１２日第三種郵便物認可）　号外（年間購読料 12,000 円）

　日　時 ：3月 19日 (土 ) 15 時～ 17時

　会　場 ：西宮市立勤労会館 8階会議室

　テーマ ：「医事紛争を避けるために」
　講　師 ：米田泰邦法律事務所

　　　　　　　弁護士　鵜飼 万貴子　先生

　司　会 ：西宮市・半田医院　半田 伸夫　先生

杜氏の宮脇氏とともに昔の酒造りを体験する参加者

　

６
月
21
日
、
灘
区
の
小
山
本
家
酒
造
灘
浜
福

鶴
蔵
で
「
浜
福
鶴
吟
醸
工
房 
酒
蔵
見
学
会
」
を

開
催
。
医
師
・
歯
科
医
師
・
ス
タ
ッ
フ
ら
10
人

が
参
加
し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
先
生
か
ら
の

感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

６
月
21
日
に
診
療
後
、
昼
食
を
と
る
時
間
も

な
く
、
阪
神
「
魚
崎
」
駅
に
降
り
立
ち
ま
し
た
。

非
常
に
蒸
し
暑
く
、
汗
ば
む
午
後
で
し
た
。
駅

か
ら
10
分
程
度
で
酒
蔵
が
多
く
立
ち
並
ぶ
魚
崎
郷

の
小
山
本
家
酒
造
、
灘
浜
福
鶴
蔵
に
到
着
。
さ
っ

そ
く
杜
氏
の
宮
脇
米
治
氏
に
、
杉
玉
の
話
や
、
銘

酒
の
原
点
は
仕
込
み
水
で
あ
り
、
六
甲
山
麓
に
降

る
雨
水
が
濾
過
さ
れ
名
水
と
し
て
湧
く
恵
ま
れ
た

土
地
だ
と
の
説
明
で
、
灘
五
郷
（
西
郷
、
御
影
郷
、

魚
崎
郷
、
西
宮
郷
、
今
津
郷
）
は
多
く
の
酒
蔵
家

が
繁
栄
し
て
い
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災
後
は
酒
蔵

も
減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
我
々
消
費
者
の

浜
福
鶴
吟
醸
工
房 

酒
蔵
見
学
会

日
本
酒
の
伝
統
を
守
っ
て
い
き
た
い講演後、会場からは熱心な質問が多数寄せられた

第
31
回
漢
方
研
究
会

Ｎ
Ｓ
Ｔ
に
お
け
る
漢
方
の
可
能
性
を
解
説

　

６
月
28
日
、
西
宮
神
社
会
館
で
第
31
回
漢
方

研
究
会
「
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム(

Ｎ
Ｓ
Ｔ)

に
お
け
る
漢
方
治
療
の
実
際
～ 

え
っ
、
こ
ん
な

時
も
使
え
る
の
～
」
を
開
催
。
講
師
は
有
島
武

志
先
生
（
北
里
大
学
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
研

究
員
、
宝
塚
市
・
あ
り
し
ま
内
科
）
、
司
会
は
川

﨑
史
寛
先
生
（
西
宮
市
・
川
崎
医
院
）
と
長
光

由
紀
先
生
（
伊
丹
市
・
ウ
イ
ン
グ
調
剤
薬
局
）
が

務
め
、
医
師
・
薬
剤
師
・
栄
養
士
ら
58
人
が
参
加

し
た
。

　

日
本
東
洋
医
学
会
専
門
医
で
も
あ
る
有
島
先
生

は
、
実
虚
・
寒
熱
の
中
庸
を
求
め
る
こ
と
や
、
心

の
変
化
と
身
体
の
変
化
は
「
心
身
一
如
」
で
あ
り
、

一
体
性
の
回
復
を
め
ざ
す
な
ど
、
漢
方
医
学
の
概

ニ
ー
ズ
も
変
化
し
、
日
常
日
本
酒
を
口
に
す
る

こ
と
も
少
な
く
な
り
、
ビ
ー
ル
、
ワ
イ
ン
、
焼

酎
と
多
様
化
す
る
中
で
酒
造
り
を
頑
張
ら
れ
て

い
る
酒
蔵
に
は
今
後
も
日
本
酒
造
り
に
励
ん
で

も
ら
い
た
い
で
す
。

　

試
飲
も
行
わ
れ
て
お
り
、
ゆ
ず
の
酒
や
蔵
限

定
の
酒
も
計
り
売
り
さ
れ
て
お
り
、
い
た
だ
い

て
み
ま
し
た
が
、
芳
醇
な
味
わ
い
で
ワ
イ
ン
と

比
べ
て
も
奥
深
さ
香
り
な
ど
驚
き
の
味
で
し
た
。

外
国
で
日
本
酒
の
売
上
げ
は
伸
び
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
国
内
で
私
た
ち
も
飲
む
こ
と
で
伝
統

を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
協
力
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

【
西
宮
市
・
あ
ず
さ
歯
科　

梓 

学
】

見学の後にはお楽しみの日本酒試飲会が行われた

念
や
基
本
事
項
か
ら
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

　

次
に
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
（N

u
t
r
i
t
i
o
n
 
S
u
p
p
o
r
t
 

T
e
a
m
)

の
現
場
に
漢
方
治
療
を
取
り
入
れ
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
症
例
を
紹
介
。
３
年
間
の
下
痢

症
状
で
著
し
い
脱
水
と
栄
養
失
調
（
る
い
痩
）

で
救
急
搬
送
さ
れ
た
患
者
に
、
高
カ
ロ
リ
ー
輸

液
療
法
と
と
も
に
「
人
参
湯
」
を
導
入
し
た
こ

と
で
食
事
レ
ベ
ル
を
ア
ッ
プ
さ
せ
、
褥
瘡
が
治

癒
、
歩
行
訓
練
も
可
能
と
な
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
病

院
へ
転
院
と
な
っ
た
経
過
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
「
十
全
大
補
湯
」
「
補
中
益
気
湯
」
「
人

参
湯
」
「
六
君
子
湯
」
「
大
建
中
湯
」
な
ど
頻
用

す
る
漢
方
薬
の
構
成
生
薬
を
解
説
す
る
と
と
も

に
、
身
体
面
・
精
神
面
の
効
果
が
、
患
者
と
治

療
者
の
満
足
感
と
ほ
ぼ
一
致
し
た
症
例
を
６
例

紹
介
。
Ｎ
Ｓ
Ｔ
に
な
ぜ
漢
方
医
療
が
必
要
か
、

漢
方
の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

　

最
後
に
、
夏
バ
テ
に
対
し
、
冷
た
い
飲
食
や

冷
房
下
で
の
服
装
の
指
導
と
と
も
に
、
「
清
暑
益

気
湯
」
を
用
い
て
、
胃
腸
の
働
き
を
整
え
体
内

の
水
分
喪
失
の
改
善
を
図
れ
た
症
例
も
紹
介
し

た
。

　

講
演
後
、
参
加
者
か
ら
は
熱
心
な
質
問
が
相

次
ぎ
、
配
布
さ
れ
た
「
症
例
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
集
」

も
好
評
だ
っ
た
。

ＮＳＴに漢方を取り入れた事例を紹介する有島先生

酒樽を模した入口の前で参加者全員そろって記念撮影


